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校長 松田洋一 

「今年度のご協力に感謝！」 

                               校長 瀨 川 裕 司 

三寒四温を繰り返しながら、春の息吹を感じる季節となりました。 

さて、３月は別れの月でもあります。今月１４日には、第６５回卒業証書授与式が行われ、１１名

の生徒がたくさんの思い出とともに希望を持ち、新しい道に歩みだしていきました。今後はそれぞれ

が目指した環境で、自己実現に向けて活躍してくれることと期待しています。そして、本日、２３年

度も、生徒たちの数多い成長を実感した中で終えることができます。一年生６名と二年生７名の生徒

一人一人は、それぞれの個性を十分に発揮しながら、成長した姿を随所にみせてくれ、指導している

私たちも大変嬉しい思いをさせていただきました。今後も、生徒一人一人が、今年度の成長を確かめ、

大きな夢と希望をもって、人間関係を大切にしながら力強く歩みを進めてほしいと願っていります。 

この一年間、学校行事・総合的な学習の時間など本校の教育活動の充実のためにＰＴＡや地域の皆

様、教育委員会、その他関係された多くの方々の温かいご理解とご協力を賜りましたことに感謝申し

上げます。ありがとうございました。 

４月にはまた新しい出会いがあり、様々な人間模様を描きながら新学期がスタートします。生徒の

よさや可能性を伸ばし、ここ中西別の素晴らしさを一層引き出した教育活動を展開していきたいと考

えています。新しい年も「響きを大切にする学校」を目指し、家庭・地域・学校・関係機関が一体と

なって教育に当たることをお願い申し上げ、お礼の挨拶と致します。 

 

11 人の旅立ち ～第 65 回卒業証書授与式～ 
本校では大所帯となる 11 人のメンバーを擁し、あらゆる意味で中西別中学校のカラーを特徴づ

けてきた 3 年生。14 日は、卒業証書を授与された一人一人が、ステージの上から自らの決意を発

表しました。卒業生のお別れの言葉の中で披露された合唱曲は「花の名」。「一緒に見た空を忘れて

も、一緒にいたことは忘れない…」これからみ

なさんが高いハードルに挑むとき、中西別の学

校で過ごした大切な日々は、きっと力強くその

背中を押してくれることでしょう。おごそか

で、さわやかで、それでいて心のこもった温か

い卒業式でした。 
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＜ ４  月  行  事  予  定 ＞ 

６日（金）始業式・入学式 

９日（月）新入生歓迎会 

選挙管理委員会 

１０日（火）ＣＲＴ検査 

１１日（水）発育測定 

   視力・聴力検査 

１２日（木）生徒会役員選挙 

１３日（金）委員会活動 

 1 年知能検査 

１６日（月）全校集会・任命式 

交通安全教室 

 

１７日（火）全国学力学習状況調査 

１９日（木）委員会活動 

２０日（金）音楽集会 

２３日（月）全校集会 

参観日・ＰＴＡ総会 

２５日（水）委員会活動 

集金日～27 日まで 

２６日（木）健康診断 

別教研総会～給食後下校 

２７日（金）尿検査 

２９日（日）昭和の日 

２８日（木） 

 

高橋吉弥さんにお越しいただきました 
卒業間近の 3 年生にむけて、地域の高橋

吉弥さんからご講話をいただきました。

馬 1 頭の命を愛おしんだ昔の生活や戦時

中のお話しから、生徒たちは命の大切さ

を学びました。また、美しい「さつき」

を育てる秘訣からは、厳しさを経験する

ことの大切さも教えていただきました。

高橋さん、貴重なお話しを、本当にあり

がとうございました。 



 

転出教職員より、みなさまへご挨拶 

川村俊也事務主幹（中標津町立中標津中学校へ転出） 
このたび、根室管内最大規模の中標津中学校に異動することになりまし

た。中西別中学校での 7 年間はまるで夢のような、理想的なものでした。
規律正しく物を大切にし、尐人数ながら勉強、部活、合唱、生徒会活動に
頑張る生徒たち。地域のこどもは地域で育てるという考えのもとに、たと
えこどもがいなくても学校に協力してくれる方々。中西別開基 80 周年の
イベントや、恒例のさつき祭り、ふるさと祭り、地域文化祭などで活躍す
る方々。 

いろいろな意味で学校教育と社会教育、生涯教育の接点を勉強させてい
ただきました。私自身も郷土史を発掘し、記録し、後世に残す仕事の取り
組みを中西別で始めさせていただきました。 

中西別で学んだことを生かしながら新任地でもがんばります。7 年間お
世話になりました。ありがとうございます。 

 
平井桂教諭（根室市立啓雲中学校へ転出） 

本当にあっという間の 1 年でした。この中西別中学校で印象に残っているのは伝統である合唱と地域と
のつながりです。最初の音楽集会の合唱の感動は今でも忘れません。ま
た成長を見る会で聞いた青年部、中学生、小学生との合同合唱の感動も
昨日のことのように思い出します。子どもから教えられること、学ぶこ
とがたくさんあり、毎日を楽しく過ごせたのは中西の子どもたちのおか
げです。 

地域活動では沢山の保護者が参加してプールの運営、そば打ちやス
ケートリンク作りなど地域の力のすごさ、素晴らしさに何回も驚かさ
れ、助けられました。 

まだまだ教えていただきたいこと、学びたいことが沢山あるので中
西別を離れたくないのが本当のところです。新しい任地では、ここ中西
別で学んだことを忘れず、頑張って行きたいと思います。短い間ですが、
お世話になりました。 

 
鈴木克樹教諭 

４月に中西別中学校に赴任して、気がつけばもう３月。本当に、
あっという間でした。人間は、充実した時間ほど過ぎるのが早く感じ
るとよく言われます。ならば、ここで私が過ごしたこの１年間は、や
はり充実していたのでしょう。印象に残っていることは、まず合唱へ
の積極的な取り組みです。生徒たちが練習に真剣に取り組んでいる姿
に感心し、その成果として生まれた素晴らしい合唱には何度も心打た
れました。また、ふるさと祭りや長ぐつアイスホッケーなど、地域行
事へ進んで参加していた姿もまた印象深いです。この学校の魅力とし
て、生徒たちが素直で互いに気遣いもできるということがあげられま
す。加えて、弁論大会や外部から講師としていらっしゃった方への質
問、感想発表が進んでできることなど、自分から発信する力を持って
いる生徒が多いのもまた魅力の一つです。そんな中西別中学校を離れ
るのは後ろ髪を引かれるような思いですが、ここでの日々を忘れるこ
となく、新たな任地でも頑張っていきます。短い期間でしたが、あり
がとうございました。 

 
藤原秋彦教頭（根室市立柏陵中学校へ転出） 

青年のみなさんと中学生の合同合唱は本当にインパクトがあり
ました。様々な人や事柄とつながることで、どんどん成長し実力を
伸ばしていく子どもたち。１を聞いてすぐさま 10 の動きを見せる
先生たち。温かく楽しい保護者や地域のみなさん。ここならどんな
ことでも可能なのではないかと思わせてくれる地域でした。やり残
したこともたくさんあって、あと 10 年は中西別にいたかったなど
と、わがままな心残りでいっぱいです。2 年間本当にお世話になり
ました。ありがとうございました。 

 
原田明美公務補（別海町郷土資料館へ転出） 

（3 月 23 日内示発表のため、御挨拶の文章が間に合いませんでした。ご理解、ご容赦くださいますよう
お願い申し上げます。） 


